
休 館 日 / 毎週月曜日 ※７月15日, ８月12日,９月16, 23日は開館
開館時間 /午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
料　　金 /大人５００円　小人３００円　 ※仙北市民は無料

〒014-0334 秋田県仙北市角館町表町上丁４-4
TEL. 0187-54-3888    FAX. 0187-54-3890

「さまようもの」(1997) 

仙北市立角館町平福記念美術館
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　７月２日(火)９月23日(月・祝)

令和６年

（常設展示室）同時開催 



　馬場 彬（ばば あきら）は１９３２年東京に生を受けます。戦後の
混乱期に多感な日 を々過ごし、その後画家として立つべく決意を
しました。
　東京藝術大学に入学しますが、まもなくアカデミックな教えの
中で学びに対する興味は失われてしまいます。激しい内省の後
馬場にとって青春期は「美大時代のカラッポの４年からの逆襲」
という形で始まります。それは美術評論家瀬木慎一のいう
「戦後の貧しく飢えた無名画家たちを支えた非商業画廊」の一つ
となったサトウ画廊の佐藤友太郎との出会いと同時でした。
画家として描きながら「画廊月報」の編集者という極めて客観的な
眼差しを求められ、それに応えていきました。
　１９６０年代は「第２次模索の時代」と自ら名付けて、シェル美術
賞展にて三席、翌年には一席受賞から始まり、集団アルファの結成
グループ連鎖展への参加、コラージュ、版画、オブジェなど活動を
拡大していきます。その勢いは７０年代も８０年代も衰えず、肺の
病など大きな病気をしながらも制作を続け、その中でドイツに
渡り新たな境地を開きました。
　その後、８９年暮れに馬場は秋田市に転居し、秋田市楢山に
アトリエを構え、およそ１０年間秋田で制作を続けました。また
彼は１９８９年から９０年まで、文芸誌「新潮」にて表紙にコラージュ
作品を掲載しています。
　仙北市角館町は新潮社の創業者である佐藤義亮の出生地です。
その縁もあり、多数の馬場作品が２０２３年の春に当美術館に寄贈
されました。

　「なかんずく、一人の物故作家の生涯の中で、何時頃の作品が
    傑出しているという指摘は比較的に容易でもあろう。
　しかしながら作家である以上、次の制作に挑むからには

　 それこそが代表作たらんと身構えるべきではなかろうか。」
                                        （制作と周縁のこと１９９８一部抜粋）

　この言葉からも馬場の制作への姿勢がうかがえます。若くして
自らの道を切り開き、晩年と言われる１０年間であっても決して
妥協することはありませんでした。６７歳で没するまで制作し続けた
現代を代表する抽象作家を知っていただきたく、今展覧会を
企画しました。

　常にあくなき挑戦を続けた馬場彬の作品を、この機会にぜひ
ご鑑賞ください。
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〒014-0334 秋田県仙北市角館町表町上丁４-4
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まつろわぬ画家　 展

「黄色い小景」(1998)

「紫のエスキース」(1997)

「うつろいⅠ」(1995)


